
観
光
交
流
拠
点
と
し
て

の
集
団
茶
園
を
新
た
に
整

備
す
れ
ば
長
期
的
に
は
維
持
管
理

に
相
当
の
費
用
が
か
か
り
運
営
状

況
が
厳
し
く
な
る
。
現
存
す
る
市

の
植
物
公
園
に
組
み
入
れ
て
は
。

こ
の
事
業
は
、
観
光
客

や
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
お
茶
を
楽
し
め
る
、
情
報
発

信
、
体
験
交
流
、
休
憩
サ
ー
ビ
ス

の
３
つ
の
機
能
を
備
え
た
茶
の
資

料
館
や
体
験
茶
園
、
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
等
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
策
定
委
員
会
の
中
で
、

植
物
公
園
の
活
用
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
が
、
面
積
的
に
、
ま
た
機

能
的
に
集
団
茶
園
の
整
備
メ
ニ
ュ

ー
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
厳
し
い

と
い
う
結
論
に
達
し
、
現
在
、
茶

業
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
府
の
公
園
用

地
を
候
補
地
と
し
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
事
業
の
内
容
や
効
果
、
財
政

計
画
等
を
十
分
精
査
し
、
事
業
計

画
の
策
定
を
進
め
る
。

本
庁
外
に
勤
務
す
る
市

職
員
は
通
勤
に
自
家
用
車

を
利
用
し
、
施
設
内
に
駐
車
し
て

い
る
者
も
い
る
。
行
政
財
産
で
あ

る
施
設
内
へ
の
職
員
の
自
家
用
車

の
駐
車
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

本
庁
舎
に
勤
務
す
る
職

員
は
通
勤
用
バ
イ
ク
、
自

転
車
の
み
駐
輪
を
許
可
し
て
い
る
。

自
家
用
車
は
各
自
で
駐
車
場
を
確

保
し
駐
車
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
。

一
方
、
外
部
の
公
共
施
設
に
勤

務
す
る
職
員
は
、
施
設
管
理
者
の

判
断
に
よ
り
、
敷
地
内
に
自
家
用

車
を
無
料
で
駐
車
し
て
い
る
。
勤

務
地
に
よ
る
職
員
間
の
駐
車
場
問

題
の
不
均
衡
を
な
く
す
た
め
、
今

後
は
公
共
施
設
の
敷
地
へ
の
職
員

の
通
勤
用
自
家
用
車
の
駐
車
を
、

公
共
機
関
に
よ
る
通
勤
が
著
し
く

困
難
な
場
合
や
、
身
体
障
害
者
等
、

例
外
的
に
施
設
管
理
者
が
許
可
を

し
た
場
合
を
除
き
原
則
禁
止
と
す

る
。

金
管
バ
ン
ド
等
の
器

楽
演
奏
の
ク
ラ
ブ
を
持

つ
小
学
校
は
全
体
の
３
割
に
満
た

な
い
。
専
門
知
識
、
技
能
を
持
つ

教
職
員
を
全
校
に
配
置
し
、
楽
器

の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

現
在
、
市
内
全
22
校

中
６
校
で
金
管
バ
ン
ド

や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
等
の
課
外

活
動
が
実
施
さ
れ
、
全
国
的
に
も

す
ば
ら
し
い
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
外
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
が
音
楽
の
楽
し
さ
だ
け
で
な

く
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
や
仲
間

と
の
ふ
れ
あ
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
小
さ
い
と
き
か
ら
学
べ
る

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
指
導
に
は
特
別

な
技
能
と
知
識
を
有
す
る
指
導
者

が
必
要
で
あ
り
、
直
ち
に
全
校
に

指
導
者
を
配
置
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
今
後
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
教
職
員
の
指
導
力
量
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
の
母
子
保
健
計
画

で
は
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
関
係
機

関
の
連
携
強
化
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

問
題
事
象
が
大
変
複
雑

な
場
合
も
あ
り
、
円
滑
に

処
理
す
る
た
め
、
庁
内
の
各
相
談

窓
口
等
の
担
当
者
で
構
成
さ
れ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
担
当
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
連
携
強

化
と
情
報
の
共
有
化
に
努
め
、
必

要
に
応
じ
ケ
ー
ス
検
討
会
議
も
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｄ
Ｖ
や
児
童

虐
待
の
防
止
、
通
報
、
相
談
、
保

護
の
観
点
か
ら
、
知
識
経
験
者
や

関
係
機
関
と
庁
内
の
関
係
課
で
構

成
す
る
Ｄ
Ｖ
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
及
び
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
、
認
識
の

共
有
化
と
連
携
の
強
化
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
よ
り
一
層
、
連
携

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
の
問
題
や
教

員
の
配
置
の
問
題
が
十
分

に
進
ま
な
い
の
は
、
周
辺
市
と
比

較
し
て
本
市
の
教
育
費
が
少
な
す

ぎ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
教
育
費

総
額
の
増
額
が
必
要
で
は
。

教
育
予
算
の
内
容
は
、

一
般
会
計
予
算
に
占
め
る

割
合
等
、
他
市
と
の
比
較
で
評
価

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
重
要
な

の
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ

っ
て
も
、
そ
の
時
々
の
教
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
予
算
を
ど
れ
だ

け
確
保
し
、
か
つ
円
滑
で
的
確
な

執
行
が
な
さ
れ
る
の
か
で
あ
り
、

そ
こ
が
評
価
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
ら
れ

た
予
算
を
い
か
に
有
効
に
活
用
し
、

執
行
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
基

本
的
な
考
え
方
に
た
ち
、
各
種
事

業
の
推
進
を
し
て
い
く
に
ふ
さ
わ

し
い
予
算
の
確
保
に
向
け
て
引
き

続
き
努
力
し
た
い
。

行
政
懇
談
会
は
平
日
の

昼
間
に
市
役
所
で
開
催
さ

れ
る
た
め
、
仕
事
上
の
関
係
で
、

市
民
は
参
加
し
に
く
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
夜
間
に
地
元
で
の
開
催

を
で
き
な
い
か
。

市
政
に
対
す
る
市
民
の

自
主
的
積
極
的
な
参
加
は
、

市
民
の
意
見
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

反
映
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

不
可
欠
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
行

政
懇
談
会
を
市
民
と
行
政
と
の
重

要
な
接
点
と
と
ら
え
、
幅
広
く
要

望
や
意
見
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

夜
間
や
休
日
に
地
元
で
の
行
政
懇

談
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
自
治

会
な
ど
も
あ
る
が
、
職
員
の
体
制
、

時
間
外
労
働
な
ど
職
員
の
負
担
が

大
き
く
、
現
在
、
可
能
な
限
り
開

庁
時
間
内
で
の
市
役
所
の
会
議
室

で
の
開
催
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
、
行
政
懇
談
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向
や
市
の

体
制
な
ど
を
考
慮
し
検
討
し
た
い
。

槇
島
町
南
落
合
は
近
鉄

小
倉
駅
と
向
島
駅
の
中
間

地
点
に
あ
り
、
ま
た
バ
ス
の
停
留

所
か
ら
も
離
れ
て
い
る
た
め
、
非

常
に
不
便
な
地
域
で
あ
る
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
形
態
は
、
行
政
が
主

体
と
な
っ
て
運
行
す
る
方
法
と
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
運
行
す
る
も

の
が
あ
る
。
行
政
主
体
の
場
合
、

多
額
の
予
算
が
必
要
で
あ
り
、
財

政
上
の
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、

地
域
主
体
の
場
合
、
ま
ず
地
域
の

受
け
皿
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
受

け
皿
作
り
の
構
築
が
難
し
い
課
題

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
に
は
様
々
な
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
事

項
を
想
定
し
、
単
に
南
落
合
だ
け

で
な
く
、
全
市
的
に
最
適
な
運
行

ル
ー
ト
の
設
定
と
運
行
形
態
を
企

画
会
社
、
バ
ス
事
業
者
及
び
関
係

機
関
等
と
十
分
協
議
検
討
し
た
い
。
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平成平成1717年度年度   予算審査から予算審査から�平成17年度   予算審査から�

予算特別委員会審査報告�

平成17年度宇治市一般会計予算などの18議
案及び１請願は、予算特別委員会に付託され
ました。委員会は、3月9日から24日までのう
ち、7日間にわたって審査を行い、18議案を
可決し請願を不採択しました。（6面の議決結
果を参照）ここでは、3月24日に行われた総
括質疑及び定例会最終日に行われた討論につ
いて、その一部をお知らせします。

植物公園に集団茶園の

観光交流拠点を

―答弁―事業内容を精査の上
計画を進める

問答

小学校に音楽の専門知識

を持つ教員の配置を

―答弁―教職員の指導力の
向上を図る

問答

教育予算の増額を

―答弁―教育ニーズに
応えるよう努力する

問答

槇島町南落合に

コミュニティバスの運行を

―答弁―全市域を対象に
検討する

問答

外部の公共施設に勤務

する職員の駐車場は

―答弁―今後は、
原則禁止とする

子育て施策と女性政策

の連携は

―答弁―今後より一層の
連携強化を図る

問答

問答

平日の夜間に

行政懇談会を
―答弁―原則平日昼間に

実施している

問答

定例会最終日に討論が行われました。
自民党市民クラブ議員が、市が提出した
全議案に賛成、「国民健康保険料の値上げ
をしないことを求める請願」に反対の立
場から討論を行いました。無所属議員が
「平成17年度宇治市一般会計予算」に対し、
賛成討論を行いました。
日本共産党宇治市会議員団議員は、｢平
成17年度宇治市一般会計予算｣ほか７議案
に反対、「国民健康保険料の値上げをしな
いことを求める請願」に賛成の立場から
討論を行いました。

（自民党市民クラブ議員）
市税が減収するなど引き続き厳しい経

済状況下であるが、最小の経費で最大の
効果を上げるという基本理念のもと、予
算が編成された結果、平成１７年度の予
算規模は、一般会計にあっては、対前年
度比でマイナスの予算編成となっている。
また、財源の効果的で効率的な重点配分
を通じて行政水準を低下させない配慮が
感じとれ、市民ニーズに応えるべく随所
にその気配りがうかがえる堅実な予算で
ある。
今後進展する少子・高齢化社会や地方

分権の時代にあって、将来の市民福祉・
市民サービスの財源を捻出するため、第
４次行政改革の断行による経費削減や総
人件費を削減するための第２次職員定員
管理計画の実施など思い切った改革が目
に見えて行われており高く評価する。

賛　　成

（日本共産党宇治市会議員団議員）
第１の理由は、国民健康保険料の値上

げ、マル宇制度の改悪、大型店出店の野
放しなど市民の生活に厳しい予算となっ
ていることである。
第２の理由は小・中学校におけるクー

ラーの設置も放置され、乳幼児医療費は
府南部で唯一助成されていないなど教育
や福祉を充実させてほしいという市民の
願いに背を向けた予算となっていること
である。
第３の理由は、人事監の設置など、市

政運営のあり方がゆがめられようとして
いることである。
第４の理由は、市民にとって何の利益

もない市町村合併はこれ以上進めるべき
ではないことである。
第５の理由は、市民の願いに応えた景

観まちづくりができていないことである。

反　　対


